
令和６年度刈谷市放課後子ども総合プラン運営委員会議事録  

日 時   令和７年１月３０日（木） 午後１時５６分～午後３時４５分  

場 所  
 刈谷市役所 ５０３会議室  

 小高原小学校  

出席者  
 委員  ７名  

事務局 ６名（子育て推進課 ２名、生涯学習課 ４名）  

欠席者   委員  ３名  

  

１ 委員・事務局紹介 

  事務局から各委員、事務局職員を紹介。 

  事務局から放課後子ども総合プラン運営委員会について説明。 

   

２ 議 題 

（１）委員長・職務代理の選出について 

    委員の互選により、牛山委員を委員長に選出。また、選任された委員長の

指名により、塩山委員を職務代理に選出。 

 

（２）放課後子ども教室実施状況について 

 

（３）放課後児童クラブ実施状況について 

議題（２）及び（３）について事務局から一括して説明する。 

【質疑等】  

なし 

 

３ その他 

小高原小学校放課後子ども教室及び放課後児童クラブの見学について 

  公用車にて移動後、放課後児童クラブの教室と、児童クラブと合同で行う放課

後子ども教室の体験教室を見学。    

【見学終了後の主な感想等】  

・実際に児童クラブと放課後子ども教室の合同体験教室を見学し、良い環境

で子どもたちが過ごせていると感じた。 

・このような環境は、支援員をはじめ、子どものことを見てくれる人がいな

いと成り立たない。 

・色々な経験をして楽しそうにしている姿を見られてよかった。 

・体験教室のメニューを見ると、ダンスのような今どきのものや伝統芸能的

なものなど様々であるが、子どもに人気なメニューはどのようなものか。 

 →体験教室に参加したい子どもが申込みをするため基本的にはみんな楽し

んでやっている。中でも特に人気が集まるのは科学体験で、色が変わっ

たりする実験のようなものが楽しまれている。 

・大人たちから見ると伝統芸能のようなものをしてもらいたいと思うものだ

が、子どもたちは今どきのものがやりたいと思うのか、もしくは大人がや

ってほしいと思うような伝統的なものでも新しい体験ができて楽しいと思

うのか。 

 →音楽が好きな子はミュージックベルや箏などを楽しんでやっているし、

体を動かすのが好きな子は忍者ランドというニュースポーツやテニスの

教室などを楽しんでいる。体験教室の講師は、しっかりと教えるよりも

子どもたちに楽しんでもらいたい、普段触れないものに触れて親しんで

もらいたいという思いで教えてくださっている。 



・放課後子ども教室と児童クラブがこのように連携しているのは知らなかっ

たため勉強になった。スタッフの人数があんなにいることも知らなかった。 

・地域の人がたくさん入って保護者や教員と一緒に子どもを育てていること

は非常にいいことだと思う。 

・学校教育課でも地域学校協働活動をやっていて、学校、地域、保護者が一

緒になって子どもを育てるという考えでやっている。 

・そもそも放課後子ども総合プランというものは、児童クラブの待機児童を

なくすための取り組みとして発足している。刈谷市では待機児童はいない

ため、そのような目的ではなく楽しく、体験の場があるのは良いことだと

思う。 

・児童クラブは先ほど見てもらった狭い教室の中で日頃活動しているため、

今日の体験教室のように広いところで体を動かすことはストレス発散にも

なる。 

・最近の国の施策で「こどもまんなか社会」というものがあるが、こどもが

「まんなか」となって楽しめるような活動であると思う。また、学校と行

政との連携という部分でも、今後うまくやっていきたいところである。 

・スポーツ推進員として忍者ランドというものをやっているが、子どもたち

は体育館を走り回っている。放課後子ども教室単体でも、児童クラブと合

同でもやったことがあるが、支援員の方が協力的で大変助かっている。ま

た、児童クラブの支援員としても自分はやっているが、地域との関係がう

まくやっていけると良いと思っている。 

・日本の満足度は子どもの幸福度と言われるが、子どもが満足できているか

どうかに疑問を持っている。 

・コーディネーターやスタッフの方には日ごろ放課後子ども教室を支えてく

ださりありがたい。 

・体験教室の開催頻度のバランスが小学校ごとにずれているように思うので、 

スタッフの人員の差などもあるとは思うが、公平性の観点からできるだけ

同じ回数にすると良いのでは。 

・放課後子ども教室は事前に登録しないと使えないのか。 

 →使えない。年度始めに登録してもらう。余裕のある教室に限り、二学期

からの追加登録受け付けている。 

・刈谷にはトヨタ系企業が多くあるが、そういったところと協力して体験教

室のプログラムを組み込むのもいいのでは。 

→社会貢献の一環として、例えばデンソーのはちみつプロイジェクトに関

する課外授業を小学校で行っているといった話は聞く。今のところ放課

後子ども教室でそういったものを実施するという話はないが、検討して

いきたい。 

 

【閉会】午後３時４５分 

 

 


